
令令和和 33年年度度 

第第 1188回回  東東京京都都高高等等学学校校体体育育連連盟盟研研究究大大会会  
 

  
◇◇  令令和和 44年年 22月月 1199日日（（土土））    於於  東東京京都都研研修修セセンンタターー  111111号号室室  

 1144時時 0000分分  ～～  1166時時 4400分分  ((1133時時 3300分分  受受付付開開始始))  
  

【【  講講演演  】】「「体体罰罰根根絶絶にに向向けけたた指指導導法法」」～～ペペッッププトトーークク～～  

        講講師師  堀堀
ほり

  寿寿
とし

次次
つぐ

  ((日日本本ペペッッププトトーークク普普及及協協会会))    

【【ププロロフフィィーールル】】  

大大分分県県出出身身  東東京京都都北北区区在在住住    

菅菅公公学学生生服服株株式式会会社社ににてて、、制制服服・・体体育育着着メメーーカカーーのの営営業業ととししてて活活動動。。   
学学校校のの生生徒徒、、先先生生、、保保護護者者様様にに何何ががででききるるかかをを提提供供しし続続けけ、、ペペッッププトトーーククにに出出会会うう。。   
授授業業やや部部活活ででペペッッププトトーーククがが広広ががるるよよううにに、、関関東東エエリリアアをを中中心心にに講講演演中中。。   
【【主主なな経経歴歴】】    

22000077 年年  大大阪阪府府立立大大学学経経済済学学部部  卒卒業業   
22000077 年年  尾尾崎崎商商事事株株式式会会社社((ののちち菅菅公公学学生生服服株株式式会会社社にに社社名名変変更更))    

開開発発本本部部ににてて商商品品企企画画をを担担当当   
22001133 年年  菅菅公公学学生生服服株株式式会会社社  関関東東ススポポーーツツ営営業業部部   

                学学校校専専属属営営業業：：担担当当エエリリアア  神神奈奈川川県県・・東東京京都都   
【【そそのの他他講講演演・・セセミミナナーー実実績績】】     
中中学学校校・・高高校校ででのの【【制制服服着着ここななししセセミミナナーー：：6600 分分程程度度のの講講演演会会】】   
アアンンガガーーママネネジジメメンントト  フファァシシリリテテーータターー【【怒怒りりののココンントトロローールルのの基基礎礎】】ななどど   

  

【【全全国国高高体体連連研研究究大大会会  報報告告】】  

＜競技力向上＞     阿部 一臣(都立 高 島 高等学校 ソフトテニス女子専門部) 

＜健康と安全＞     田中 康之(都立 立 川 高等学校 サッカー専門部) 

＜部活動の活性化＞ 柳澤 左門(都立 日本橋高等学校 ボート 専門部) 

＜課題研究＞    鞠子 智秋(都立 清 瀬 高等学校 サッカー専門部) 

【【特特別別総総評評】】  

「「～～東東京京都都ののここれれままででととここれれかからら～～」」  前全国高体連活性化委員会委員長 

   筑波大学付属高等学校 中塚 義実 

 【【情情報報収収集集】】「「～～ココロロナナ渦渦のの部部活活動動  工工夫夫とと変変化化のの調調査査～～」」堀越 和彦  

(日 本 学 園 高等学校 自転車競技  専門部) 

 

主   催  東京都高等学校体育連盟 

後   援  東京都教育委員会   

主   管  東京都高等学校体育連盟研究部        http://www.tokyo-kotairen.gr.jp 

参 加 者  東京都高等学校体育連盟加盟校の体育・スポーツ指導者 

       東京都高等学校の部活動に興味関心を持つ指導者・研究者・学生 

 

参加申込先  〒186-0004 東京都国立市中 3-1-10          桐朋高等学校内 森政憲 宛 

       TEL 042-577-2171    FAX 042‐574‐9898       (専門部一括・個人申込共) 

各専門部に所属されている先生方は、専門部研究部から申し込み、ご連絡ください。 
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運運動動部部活活動動改改革革  

 

東京都高等学校体育連盟 

会 長 奥秋 將史 

 

 

 新型コロナウィルス感染症のオミクロン株の急激な感染拡大の影響により、東京都高等学校体育連盟

の本部役員及び研究部員は令和４年１月１３日・１４日に青森県で実施された全国高等学校体育連盟主

催の研究大会に急遽、不参加となりました。また令和３年度、同日に実施する予定の優秀校・優秀選手

の表彰式及び第１８回東京都高等学校体育連盟研究大会は、会場を新たに東京都教職員研修センター内

で実施を予定していましたが、オミクロン株の急激な感染拡大によるまん延防止措置期間も設定される

警戒レベルとなり、やむなく中止せざる負えなくなりました。今年も研究部を中心に各競技専門部の皆

様のご協力と関係者の方々のご支援をいただいて東京都の研究活動に取り組まれました。 

本連盟は、「競技力向上」と「研究」を両輪と捉えて活動しています。この研究大会は、東京都高等

学校体育連盟に加盟する各専門部の体育・スポーツ指導者の資質向上を図ることを目的としています。 

 今年度も、「競技力向上」「健康と安全」「部活動の活性化」の３分科会からそれぞれのテーマにつ

いて発表が行われる形式となっています。これらの研究発表などは高等学校教育の一環としての体育・

スポーツの振興発展に資するものとなっていくためにも可能な方法で東京都に還元したいと思います。 

さて、昨年の夏、令和３年度全国高等学校総合体育大会「輝け君の汗と涙 北信越総体 ２０２１」

が、福井・新潟・富山・石川・長野・和歌山６県のご協力のもとに２年ぶりに開催される運びとなりま

した。一昨年の夏季インターハイにおいては史上初の中止を余儀なくされ、日本中の高校生アスリート

が悔しい思いからの復活開催となりました。 

一方では、スポーツ庁が運動部活動の地域移行に関する検討会議を進める中で、地域運動部活動の推

進事業として令和５年以降に「休日の部活動の段階的な地域移行」に向けて、様々な課題に総合的に取

り組むために、全国各地の拠点校において実践研究を実施して研究成果を普及することで中学校のなど

の全国展開につなげる取り組みが始まるとされています。また「合理的で効率的な部活動」、「生徒に

とって望ましい大会の推進」などの取り組みが挙げられています。高体連が取り組むべき課題には体罰

根絶、危機管理における健康や安全指導など課題山積ではありますが「運動部活動の改革」は今後最も

大きく重要な課題として、研究活動においても取り上げていく必要があると考えています。皆様のご理

解とご協力のもとに取り組んでまいりたいと思います。 

結びに、本研究大会の開催に向けご尽力いただきました研究部を始め関係専門部の皆様や、ご支援い

ただきました多くの関係者の方々に深く感謝申し上げご挨拶とさせていただきます。 
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令令和和３３年年度度    第第１１８８回回東東京京都都高高等等学学校校体体育育連連盟盟研研究究大大会会  役役員員  

会長   奥秋 將史 
副会長  畑澤 正一   浅見 浩一郎   平池 徳見   高野 学   池戸 成記   

宮川 努    小宮 徳健   
参与   鴻野 誠    高野 幸代    高取 克明   山田 智美  渡辺 洋司  

桒原 信一郎  田中 康之    松ノ井 覚   馬場 智生  松谷 茂   
各専門部部長 

委員長  高野 学 
副委員長 田中 康之   鞠子 智秋 
委員   塩田 伸隆   中塚 義実   堀越 和彦   柳澤 左門   奥  正克 

   青木 茉奈美  征矢 範子   阿部 一臣   眞鍋 健治   秋月 隼   
新井 理仁   松里 亮    藤岡 純也   森 政憲     
各専門部代表研究部委員 

 

運 営 役 員 

総務         田中 康之 

総務員        阿部 一臣  森 政憲    

渉外・接待       東京都高体連事務局   鞠子 智秋 

会場(来賓席確保)  眞鍋 健治   堀越 和彦   

会計        新井 理仁   秋月 隼 

紀要        柳澤 左門   塩田 伸隆 

表紙         都立日本橋高等学校 

記録(写真)     阿部 一臣   眞鍋 健治 

記録(録画)     新井 理仁   眞鍋 健治 

(録音ﾃｰﾌﾟ起し)  鞠子 智秋   森 政憲 
受付        新井 理仁   青木 茉奈美   征矢 範子   

司会者        小宮 徳健 

報告・講演     全国研究大会報告    第一分科会 阿部 一臣 

第二分科会 田中 康之 

             第三分科会 柳澤 左門 

課題研究  鞠子 智秋 

特別講演              中塚 義実  

コロナ禍の情報収集         堀越 和彦        
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令令和和３３年年度度 
  

第第1188回回東東京京都都高高等等学学校校体体育育連連盟盟研研究究大大会会 
  

開開  催催  要要  項項 
 
１ 趣   旨  東京都高等学校体育連盟に加盟する各専門部の体育・スポーツ指導者の資質向上を図るために日

ごろの研究、指導の成果を発表するとともに高体連の直面する諸問題について情報交換し、高等

学校教育の一環としての体育・スポーツの振興発展に資する。 

 
２ 主   催  東京都高等学校体育連盟 
 

３ 後   援  東京都教育委員会 
 

４ 主   管  東京都高等学校体育連盟研究部 

 
５ 期   日  令和４年２月１９日（土）  14時00分 ～ 16時40分 
 

６ 会   場  東京都教職員研修センター 111号室 

         〒113-0033 東京都文京区本郷1丁目3-3 

          JR総武線「水道橋」東口徒歩３分 

          東京メトロ丸ノ内線・南北線「後楽園」徒歩8分 

          都営三田線「水道橋」 A１出口 徒歩２分 

          都営三田線・大江戸線「春日」 徒歩８分 

 

７ 参 加 者  東京都高等学校体育連盟加盟校の体育・スポーツ指導者 
         東京都高等学校の部活動に興味関心を持つ指導者・研究者・学生 

 
８ 内   容 （１）全国高体連研究大会 ３分科会からの報告 

          （２）講 演 「ペップトークに関する講演」・ワークショップ〈ペップトーク協会専務理事〉 

          （３）東京都のこれまでとこれから          前全国高体連研究部活性化委員長より  

          （４）コロナ禍の情報収集 

 

       ※各発表テーマ・講演内容は、http://www.tokyo-kotairen.gr.jpに掲載します。 

 
９  時   程    

受付 13時30分～14時00分  

     14時00分 開会式 
     14時10分 全国研究大会 報告 各分科会                         各5分 

     14時30分 講演「体罰根絶に向けた指導法～ペップトーク～」・ワークショップ          75分 

      15時45分 ――休憩 10分――                               10分 

15時55分 東京都のこれまでとこれから  前全国高体連活性化委員会委員長 中塚 義実    25分 

16時20分 コロナ禍の情報収集                               10分 

             16時30分 閉会式 

 

10  参加申込み 
参加申し込みは、所定の用紙に必要事項を記入の上、各専門部で一括して申し込む。 
個人の申し込みは、下記申込先に直接連絡する。 
申込先 〒186-0004 東京都国立市中3-1-10  桐朋高等学校内 森 政憲  宛 

         ℡ 042-577-2171      FAX 042-574-9898 
                                             申込期限   令令和和44年年１１月月1188日日  ((火火))  必必着着 
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【講演】 

 

「「体体罰罰根根絶絶にに向向けけたた指指導導法法」」～～ペペッッププトトーークク～～  
 

日本ペップトーク普及協会 堀 寿次 
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ペップトークの特徴は
『短く・わかりやすく・肯定的な・魂を揺さぶる』
激励のスピーチです。
そのために4つステップがあります。

❶受容（事実の受け入れ）
❷承認（とらえかた変換）
❸行動（してほしい変換）
❹激励（背中のひと押し）

まずはじめに、ペップトークとは何か（定義）、何のために行うか（目的）
そして、どんな特徴があるのかをつかんでいきましょう！

ペップトークとは、PEP TALK.英語の辞書に書いている英単語です。
Pepは『元気・活気』という意味があり、pep upで『～を元気づける』です。
PEP TALKは意味は、『（短い）激励演説・応援演説』

もともとスポーツの試合の直前に行われている
激励のショートスピーチで、監督が選手から
最高のプレーを引き出すために考え抜いた言葉がけです。

みなさんもスポーツ映画やドラマで監督が選手
を励ましているシーンを見たことがあるかもしれません。
2019年ラグビーワールドカップ日本大会で
ジェイミー・ジョセフ・ヘッドコーチは
１次リーグ世界ランキング１位アイルランド戦を前に、
こう選手たちを鼓舞しました。

「誰も勝つと思ってないし、誰も接戦になるとも思ってない。誰も僕らがどれだけ
のものを犠牲にしてきたか知らない。勝利を信じているのは僕たちだけ」

この言葉で心に火がついた選手たちは見事勝利を勝ち取ったのです。
みなさまが仕事や家庭でのコミュニケーションを円滑に行うためにそのエッセンス
を理解し、実践できるようにしていきます。

ペップトークの特徴は

アメリカのスポーツビジネスで磨かれた技術である
ペップトークの目的は、選手の『本領発揮』を導くこと
です。そのためには、単に気合や根性ではなく、脳科学
や心理学の背景を持ち、どんな言葉をどのように伝える
かで、人のやる気を引き出し行動を変えることが分かっ
ています。ペップトークの背景にある脳科学・心理学
を知ることは、言葉磨きの上で大切な要素です。
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ペップトークの4つのステップにはどのような効果があるのか？
それを読み解き、自分の伝え方を振り返ってみよう！

ペップトークが4つのステップで伝えるのは、
相手の気持ちの変化を生むためです。
今ある事実＝置かれてる状況や感情を受け入れ、
とらえかたを前向きに変える言葉をかけることで
相手に「わかる気」が生まれます。社会心理学では
「状況把握感」といい、相手が「その話、わかります」
とわかることが1ステップです。
そして、前向きにとらえたことと本人のできることを
前向きなイメージを与える言葉で伝えると「できる気」
がします。これを「処理可能感」といい、相手は「それ
なら、できます！」という意思を持つことが2ステップです。
最後に、相手の想いに合わせた熱量で背中を押すことで「やる気」につながります。
本人が取り組むことに意味を持ち、納得する感覚を「有意味感」といい、自らの
「その気」が生まれてきます。自分の内側から出る「やる気」＝内発的動機づけを
引き出す言葉掛けが、ペップトークなのです。

『モチベーション3.0』（講談社）の著書ダニエル・ピン
ク氏によると、賞罰は他人によってモチベーションを上げ
ようとするアプローチ、すなわち「外発的動機づけ」なの
です。同氏によると、自らの内側から湧いて出てくるモチ
ベーション「内発的動機づけ」の方が、誰かにやらされる
外発的なものよりも、強く長く深い「その気」になります。
故上田昭夫慶応大学ラグビー部元監督は、部の100周
年でリベンジ優勝を果たした時に書いた『王者の復活』
（講談社）の中で、「今の若者を動かすのに必要なのは、
命令ではなく説明なのだ」と書かれています。何故やるの
かきちんと説明し、どれだけやるのかちゃんと指示するこ
とが大切です。

指導する中には、説明だけで伝わりにくい場面もあります。
特に叱る時にはカラッとし、後を引かない「活人剣」をふ
るいなさいと道元禅師は説かれています。
「叱ること」と「怒ること」の違いは、はっきりしていま
す。叱るのは行動であり、怒るのは感情です。
負けや失敗の時と同じように、「叱られるようなことをし
たこと」を受け入れ、反省し、改善や成長のチャンスにす
るためには、声がけは大切な行動です。
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ペップトークは本番前の激励のショートスピーチです。では、本番までの練習や
本番が終わった後はどのような言葉を掛けるのか？ペップトークをより効果的に
使うサイクルについて学びましょう！

スポーツでは練習と試合を繰り返していきます。
指導者として選手に関わる際、場面により言葉も目的を
持って変えていく必要があります。

①試合前：ペップトーク
試合に向けて、成功のイメージと前向きな心の状態を作る
ためポジティブな言葉を使い、短く、わかりやすく、思い
を込めて伝えます。
②試合後：ポストコンペティショントーク
試合を振り返り、よかった点とよくなる点（改善点）を洗
い出します。次の試合までに改善する課題を見つけ、意識
づけを行います。そのため時には足りない部分を指摘する
ことも必要となります。
③日々の練習：モチベーショナルトーク
課題に対して前向きに取り組んでいけるように、目的と課
題克服のための具体的な行動を促します。選手一人ひとり
の個性や性格も加味して声かけを行っていきます。

ペップトークサイクルは場面によっての言葉かけの違いを
提示しています。時には厳しさも必要です。
ペップトークは前向きな言葉がけですが、状況によっても
伝え方は変わります。必要に応じて厳しく指導することが
あります。ただ厳しいことと相手の人格を否定することは
違います。相手への敬意を持って接することが大切です。
ポジティブな言葉もネガティブな言葉も選択の幅を広げ、
時と場合、相手との信頼関係によって言葉を決めていくこ
とが指導者には求められます。

言葉の選択と同じだけ気をつけたいのが、言葉の温度調節
です。例えば、自分の言葉を水道から出る水だと考えた時
に、温度が調節しにくい場合、相手には言葉の内容ではな
く、「熱い」や「冷たい」のような感情的な部分しか受け
取れない場合があります。相手に受け取れる温度を○○度
と調整することで、相手に伝えたい言葉がしみわたります。
言葉を伝えるときに、自分の感情をコントロールし、温度
調節する意識をもっていきましょう。
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心の状態を器と液体で例えます。
大切な本番前や難しい試験など状況があり
それに影響して、感情が溢れだします。
受容とは、その気持ちをくみ取るということです。
心の余裕を生み出すために、心にある感情を
言葉にして伝え、くみ上げることで
心にスペースをつくろうとするのが
受容の声掛けです。

ポジティ語はポジティブな言葉の表現の言葉であり、ペップトークの基本です。
ペップトークの❶受容❷承認❸行動❹激励の4ステップで変換のトレーニングを
していきましょう。

事実の受け入れとは、相手の置かれている『状況』
その時に感じている『感情』をさします。本番前は日常とは違い
不利な状況や後ろ向きな感情になることもあります。
それをそのまま受け入れ、共感することを受容と言います。

ポイントは、相手の状況や感情をくみ取るということです。

１、相手の状況を受け入れる（状況受容）
２、相手の感情を受け入れる（感情受容）

❷承認（とらえかた変換）では、❶受容で受け入れたネガティブな
状況や感情をポジティブにとらえなおしたり、ないものからあるも
のにフォーカスを変えていきます。

ポイントは、見方を変えるということです。

１、とらえかた変換
とらえかた変換は、コインをひっくり返すようにネガティブな
言葉をポジティブな言葉の表現に変換します

２、あるもの承認
あるもの承認は、ネガティブを受け入れ、それ以外に何がある
かと、フォーカスをかえます。パズルのあるピースに注目です

9
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日本語の特徴として、してほしくないこと+否定形で
伝えがちです。「失敗するな」は「失敗」という言葉を
イメージしてしまいます。
私たちは脳でイメージしたことを、無意識的に現実化し
ようとしています。意識的には成功したいと思っていて
も、脳が失敗をイメージした場合、私たちの全身の数十
兆の細胞はイメージを現実化しようと働きます。つまり
失敗を成功させようとするのです。
成功のイメージのために、「～しよう」と伝えましょう。

ポジティ語はポジティブな言葉の表現の言葉であり、ペップトークの基本です。
ペップトークの❶受容❷承認❸行動❹激励の4ステップで変換のトレーニングを
していきましょう。

❷承認で相手の気持ちにできる状態にしたところで、
❸行動では相手のしてほしいことをポジティブな表現で
伝えていきます。

ポイントは、相手と同じイメージを描くということです。

１、成功のイメージを描く前向きな言葉を使う
２、結果でなく、行動を伝える

結果の指示をした場合、相手がプレッシャーを感じてしまうことが
あります。その場合は、その結果を得るためにどんな行動をしたら
良いかを考え、結果から行動に変えていくと有効です。

❸行動でしてほしいことをポジティブな表現で伝えた後
❹激励で相手が勇気を持っていけるように背中をグッと押して
送り出します。

ポイントは、相手に合わせた背中のひと押しです。

１、激励系で強く押す
２、見守り系で優しく押す

伝えがちです。「失敗するな」は「失敗」という言葉を

頭の中はGoogle画像検索
に似ている。
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セルフペップトークは、自分に掛ける励ましの言葉です。
誰かを応援するためにも、自分が満たされている状態が大切です。
自分の応援団長は、自分です！
まずは自分を励ます言葉を考えてみましょう。

一番最初に応援するのは、自分です。
シャンパンタワーの頂上が自分のグラスです。
自分が元気や活気にあふれているから、
前向きな言葉の波紋が、家族や友人、そして
社会へ広がり、元気や活力が広がると考えています。

自分が満たされずに、応援しようとすると
もしかしたら自己犠牲になるかもしれません。
まずは自分のグラスを満たす言葉を自分に掛けましょう。

協会では３３７拍子のリズムに合わせた自分への励ましの
言葉を３３７ペップとしてお伝えしています。
３３７拍子のリズムは、応援や童謡などに使われ、私たち
を前向きにするリズムです。リズムに前向きな言葉を加え
ることで自分を励ましましょう。

３３７ペップを用いて、協会公式ペップアップソング
『AFFIRM ME～自分を信じて』を作成しています。
全ての歌詞が３３７で構成される曲をぜひお聞きください。

自分の励ます３３７ペップを作ってみましょう。

普段あなた言うペップな口癖はどんな言葉ですか？
言葉がセルフイメージを作ります。
ペップな口癖を意識し、プッペな口癖が出た時に
言葉を言い換えてみると気分が変わります。

11
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22002211 年年度度第第 22 分分科科会会  健健康康とと安安全全  
ココロロナナ禍禍のの部部活活動動  ～～工工夫夫とと変変化化のの調調査査：：１１年年後後のの実実態態～～  

 
堀越 和彦および東京都高体連研究部員 

１．はじめに 研究のきっかけと継続の理由 
2020 年東京オリンピック・パラリンピックを延期に追い込んだ「新型コロナウィルス」は今なお部活動に

大きな影響を与えている。2020 年度の調査結果から 1 年を経過し、更に緊急事態宣言が繰り返される中で、
部活動がどのように実践されたのか、その記録をまとめておくことが部活動発展へのヒントになると考えた。
2020 年は実施されなかったインターハイ(予選を含む)も 2021 年は実施され、コロナ禍でも 2020 年と 2021
年の状況には変化があると予想され、その違いは何か見つけたい。 
 
２．目的       (期間を調べカレンダー自作) 
 緊急事態宣言発令は５回にも及び部活動ができなかった期間    
をどのように過ごし、また、どんな進歩・課題があったのか 
記録し、同様の事態になった場合の対処材料とする。 
 
３．アンケート調査の概要 
 （１）対 象 ：東京都高体連研究部員の教員 39名（前年 42 名)  

＊調査対象者所属校：私立 55.3%、都立 39.5% 
 （２）期 間 ：2021年 12 月 
 （３）調査方法：Google Forms によるアンケート形式による調査 
 （４）調査内容：コロナ禍での部活動実態 
    ＊なお、前年度質問項目、質問 10.11.13除いた 
（５）分析方法：前年度との実態を比較する。キーワード分析は 
   テキストマイニングを活用。（https://textmining.userlocal.jp/） 

＊調査期間の社会状況 
2020 年度調査では緊急事態宣言中と解除後の 2つのセクショ 
ンに分けて調査した。今回は緊急事態宣言期間が長く、 
まん延防止等重点措置も含め活動制限のない期間は少ない。 
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４．アンケート調査結果および考察
質問１ 2021 年 1 月以降は緊急事態宣言が何度か

繰り返されました。緊急事態宣言中の
部活動の実施についてお答えください。

質問２ 部活動として何を実施しましたか？最も近いものを選んで下さい。

質問３ 部活動を行う際に最も障害になったことは何ですか？

特徴１ 2020 年は緊急事態宣言中に「zoom などでオンラインミーティングなどを続けた」のが 29％だったが、2021年はそれが 23％。2021

年では「普段通りの内容で活動を続けた」23％を含めると 46％が部活動を実践したことがわかる。「練習・ミーティングも何もできなかった」

が 44％から 23％に減少している部分とちょうど合致する。

活動時間が

短く制限さ

れた

2021 年

2020 年

左側；２０２１年の結果

特徴２ 「オンラインで基礎練習・体力練習をした」は 15％から 26％へと上がり、先生方が緊急事態宣言中でも何とか工夫して活動が継続さ

れたことを示している。またこの項目を入れて部活動全体で考えると 2020 年は 54％の部活実施率が 2021 年は 77％に上昇している。

２０２１年は１月から９月まで緊急事態宣言かまん延防止等重点措置の

状況下であったため、その状況でも部活を実施したのが６割以上。一方で

全く活動できなかった３割は９か月間部活動ができなかったと言える。

右側：２０２０年の結果
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４．アンケート調査結果および考察
質問１ 2021 年 1 月以降は緊急事態宣言が何度か

繰り返されました。緊急事態宣言中の
部活動の実施についてお答えください。

質問２ 部活動として何を実施しましたか？最も近いものを選んで下さい。

質問３ 部活動を行う際に最も障害になったことは何ですか？

特徴１ 2020 年は緊急事態宣言中に「zoom などでオンラインミーティングなどを続けた」のが 29％だったが、2021年はそれが 23％。2021

年では「普段通りの内容で活動を続けた」23％を含めると 46％が部活動を実践したことがわかる。「練習・ミーティングも何もできなかった」

が 44％から 23％に減少している部分とちょうど合致する。

活動時間が

短く制限さ

れた

2021 年

2020 年

左側；２０２１年の結果

特徴２ 「オンラインで基礎練習・体力練習をした」は 15％から 26％へと上がり、先生方が緊急事態宣言中でも何とか工夫して活動が継続さ

れたことを示している。またこの項目を入れて部活動全体で考えると 2020 年は 54％の部活実施率が 2021 年は 77％に上昇している。

２０２１年は１月から９月まで緊急事態宣言かまん延防止等重点措置の

状況下であったため、その状況でも部活を実施したのが６割以上。一方で

全く活動できなかった３割は９か月間部活動ができなかったと言える。

右側：２０２０年の結果

特徴 1 選択肢に「活動時間を制限された」を入れたら、ほぼ半分がこれを答え、何らかの活動をしたことを示している。
特徴２ 普段の活動を再開したこともあり、「うまく伝えたいことがつたわらない」が大幅に減った。

質問５．自粛期間にやりたかったと思うこと、あるいはあった方がよかったものは何ですか？あれば具体的に
記入してください。

質問６ 2021 年度はインターハイが実施されました。それに伴い、今年は高校 3 年生の部活の集大成ができ
たと予想されます。それに対する質問です。どのように高校 3年生を送り出しましたか？

特徴 1 緊急事態宣言中でも部活動ができたことで、明らかに引退時期は例年に近づいたと読み取れる。インターハイ(予選を含む)実施に伴い

高校 3年生の集大成は公式戦で終わりが 6 割以上を占め、早期の引退は減った。

特徴 2 引退しなくても何らかの独自引退式をするところが増えた。

この質問に対して、2020 年の調査では「zoom」や「フィジカルトレーニング」という回答がみられた。2021 年では「なし」という回答

は 70%であった。2021 年の自粛期間は長くなかったことや、さらに活動に対する工夫や改善がなされたことを意味する。しかしながら、

結果からみられるように約 30％の回答に「zoom」や「フィジカルトレーニング」の回答がみられた。さらに工夫や改善を図る必要がある

といえる。また、コロナ禍が重くのしかかり、どう管理しながらやるべきだったのかという苦悩が感じられる。

2021 年 2020 年

2021 年

2020 年
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質問１０．高校 3年生から聞いた印象的な生の声を３つまでお答えください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

特徴 2020 年は大会が実施されないことへの悔しさを表す言葉が多いが、2021 年は大会を実施するために必要な条件や注意すべきことが目立

つ。 

 
質問１１．高校 2年生から聞いた印象的な生の声を３つまでお答えください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

特徴 2020 年突然高校 3 年生が引退した環境から部活動がたとえ短い時間でも先輩から何か吸収して受け継ごうという 2 年生の強い意志が感

じられる。 

 

  

2021 年 2020 年 

2021 年 2020 年 
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質問１０．高校 3年生から聞いた印象的な生の声を３つまでお答えください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

特徴 2020 年は大会が実施されないことへの悔しさを表す言葉が多いが、2021 年は大会を実施するために必要な条件や注意すべきことが目立

つ。 

 
質問１１．高校 2年生から聞いた印象的な生の声を３つまでお答えください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

特徴 2020 年突然高校 3 年生が引退した環境から部活動がたとえ短い時間でも先輩から何か吸収して受け継ごうという 2 年生の強い意志が感

じられる。 

 

  

2021 年 2020 年 

2021 年 2020 年 

質問１２ 新入生へのアプローチについて行った場合はどのような方法で行いましたか？

特徴１ 「まったく勧誘できなかった」は 10%以上減り、工夫して「校内放送や校内掲示で勧誘」がその分だけ増えた。

特徴２ ホームページやインターネットでの勧誘はコロナにかかわらず行われているようだ。

質問１４ コロナ鬱など精神的にケアが必要な部員はいましたか？

特徴 ケアが必要な部員は減り、限りなくいなくなった。

「全く勧誘できていない」が 2 割あるにもかかわらず、新入部員数が「例

年より少ない」という回答はなかった。コロナ禍の逆境であってもやる気

のある生徒が入っていることを示し、部活動の本来あるべき姿である。

2021 年 2020 年

2021 年

2020 年

2021 年のみの質問、2020 年調査せず
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特徴１ 「やや元気や意欲の減退を感じる」が倍に増え、変化なしが半分になった。2020 年より部活動頻度が増えているのに不思議な結果で

ある。

質問１７．コロナ禍での「競技力向上：強化」について困っていること、それに対応した方法などを教えてく
ださい。

特徴 2021 年は部活動がほぼ緊急事態宣言中であったため強化するにも通常の他校との練習試合などができないことが大きく出ている。

練習メニューを考え、いかに練習時間を確保するか、その上で感染対策をいかに取るかが大事であること
を示している。

2021 年 2020 年

2021 年 2020 年
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質問１８．コロナ禍での「健康と安全」について困っていること、それに対応した方法などを教えてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

特徴 2021 年は緊急事態宣言中の部活動であるため、部活動を継続するための具体的な行動が大きく出ている。検温・消毒・感染予防・マスク

はもちろん大会ではシングルルームなど様々な制約で行われたことが顕著に出ている。 

 
質問１９．コロナ禍での「部活動の普及」について困っていること、それに対応した方法などを教えてくださ
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

特徴 部活動が通常通りできないことから部活離れがあったことを表している。 

 
５．まとめ 

＜活動実態と対策＞ 
・活動の休止を余儀なくされた 2020 年から 1年経過し、社会の安全安心を優先しつつ、活動するための
対策や工夫がなされていることが明らかとなった。感染拡大対策への慎重な取り組みに苦労しているこ
とも分かった。 

＜生徒対応＞ 
・3年生が緊急事態宣言中でも例年のような集大成を行えたことは改善方向の回答に繋がっている。 
・新入生の勧誘について、入部人数が減ることもなかったのは 2020 年の経験を経て勧誘方法に工夫が見
られたからといえる。 

2021 年 2020 年 

2021 年 2020 年 
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・コロナ禍により精神的にケアが必要とされる生徒は減少した。 
＜課題＞ 
・制限された社会状況に対して、ICT の活用した部活動の増加がみられ、コミュニケーションの場面が増
えていた。スキルの獲得と活用は今後さらに求められるといえる。そのため、教員研修の必要性は高ま
り、研修のための時間の確保は課題となる。 

・部活動の運営において、「引継ぎ」は課題といえる。教員の支援を必要とすることが予想され、その関
わりは重要であると考える。 

・新入生へのアプローチと工夫で、入部に意欲をみせる部員は存在し、部員数の確保はなされている。し
かしながら、「部活動離れ」がささやかれており、部活動の活動内容に一層工夫は必要である。このよ
うな状況下での、年間を通した部活動を継続させるための取り組みは、教員の支援を必要とするところ
がかなりあると考える。 

・コロナ禍では、対外試合の制限がありチーム強化に影響したことが予想される。今後、チーム内での強
化に対する工夫は課題であると考える。 

 
 

以 上 
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＜＜研研究究部部＞＞ 組組織織とと名名簿簿 令令和和33年年度度 22002211年年

役職名 氏　　名 専門部 属系 勤務校 〒 所在地 電　　話 ＦＡＸ 研究部役職

部長 高野学 バスケットボール 個人 都立杉並工業 166－0016 杉並区成田西4-15-15 03-3391-6530 03-3398-3767 都高体連副会長 保健体育

副部長
（委員長）

田中康之 サッカー 団体 都立立川 190-0022 立川市錦町2-13-5 042-524-8195 042-527-9906 都高体連常任理事 保健体育

副部長
（副委員長）

鞠子智秋 サッカー 団体 都立清瀬 204-0022 清瀬市松山3-1-56 042-492-3500 042-491-9491 保健体育

常任委員 阿部一臣 ソフトテニス女子 個人 都立高島 175-0082 板橋区高島平3-7-1 03-3938-3125 03-338-4057 第１分科会チーフ 英語

〃 堀越和彦 自転車競技 個人 日本学園 156-0043 世田谷区松原2-7-34 03-3322-6331 03-3327-8987 第2分科会チーフ 英語

〃 柳澤左門 ボート 団体 都立日本橋 131-0041 墨田区八広1-28-21 03-3617-1811 03-3612-5396 第3分科会チーフ 保健体育

〃 森政憲 サッカー 団体 桐朋 186-0004 国立市中3－1－10 042-577-2171 042-574-9898 保健体育

〃 奥　正克 ハンドボール 団体 都立小金井北 184-0003 小金井市緑町4-1-1 042-385-2611 042-382-9522 地歴

〃 青木茉奈美 バスケットボール女子 団体 昭和第一学園 190-0003 立川市栄町2-45-8 042-536-1611 042-537-6880 保健体育

〃 征矢範子 陸上競技男子 個人 筑波大学附属 112-0012 文京区大塚1-9-1 03-3941-7176 03-3943-0848 保健体育

〃 秋月　隼 弓道 武道 都立美原 143-0012 大田区大森東1-33-1 03-3764-3883 03-3764-3854 理科(化学)

〃 塩田伸隆 空手道 武道 都立府中東 183-0012 府中市押立町4-21 042-365-7611 042-369-8506 理科(化学)

〃 眞鍋　健治 少林寺拳法 武道 桜丘中学・高等学校 114-8554 北区滝野川1-51-12 03-3910-6161 03-3949-0677 保健体育

会計 新井理仁 ソフトボール 団体 都立第一商業 150-0035 渋谷区鉢山町8‐1 03-3463-2606 03-3463-2050 英語

監事 松里　亮 軟式野球 団体 東洋大学京北 112-8607 文京区白山2-36-5 03-3816-6213 03-3816-6217 国語

〃 藤岡純也 卓球女子 個人 都立東村山西 189-0024 東村山市富士見町5－4－41 042-395-9121 042-392-7276 国語

令令和和33年年度度 22002211年年

氏　　名 専門部 属系 勤務校 〒 所在地 電　　話 ＦＡＸ 前年度役職 教　科

征矢範子 陸上競技男子 個人 筑波大学附属 112-0012 文京区大塚1-9-1 03-3941-7176 03-3943-0848 常任委員 保健体育

曽根原龍大 陸上競技男子 個人 日本大学豊山 112-0012 文京区大塚5-40-10 03-3943-2161 03-3943-1991 数学

黒須崇仁 陸上競技女子 個人 江戸川女子 133-8552 江戸川区東小岩5-22-1 03-3659-1241 03-3659-4994 保健体育

杉浦翔太 ボクシング 武道 都立隅田工業 135-0004 江東区森下5-１-7 03-3631-4928 03-3846-6683 工業(電気)

橋本美月 バレーボール女子 団体 都立桜町 158-0097 世田谷区用賀2-4-1 03-3700-4330 03-3700-9141 保健体育

阿部一臣 ソフトテニス女子 個人 都立高島 175-0082 板橋区高島平3-7-1 03-3938-3125 03-338-4057 第１分科会チーフ 英語

佐藤大輔 体操男子 個人 青峰学園特別支援学校 198-0014 東京都青梅市大門3-12 0428-32-3811 0428-32-3841 保健体育

新井理仁 ソフトボール 団体 都立第一商業 150-0035 渋谷区鉢山町8‐1 03-3463-2606 03-3463-2050 会計 英語

奥　正克 ハンドボール 団体 都立多摩科学技術 184-0003 小金井市本町6-8-9 042-381-4164 042-381-4169 常任委員 地歴

田中康之 サッカー 団体 都立立川 190-0022 立川市錦町2-13-5 042-524-8195 042-527-9906 委員長 保健体育

松里　亮 軟式野球 団体 東洋大学京北 112-8607 文京区白山2-36-5 03-3816-6213 03-3816-6217 国語

高部兼太朗 ウェイトリフティング 個人 日大鶴ヶ丘 168-0063 杉並区和泉2-26-12 03-3322-7521 03-3325-0203 保健体育

森政憲 サッカー 団体 桐朋 186-0004 国立市中3－1－10 042-577-2171 042-574-9898 保健体育

氏　　名 専門部 属系 勤務校 〒 所在地 電　　話 ＦＡＸ 教　科

小林　岳 ホッケー 団体 早稲田高等学院 177-0044 練馬区上石神井3-31-1 03-5991-4151 03-3928-4110 地歴公民科

佐藤貴文 水泳 個人 都立三田 108-0073 港区三田1-4-46 03-3453-1991 03-3453-2899 保健体育

眞鍋健治 少林寺拳法 武道 桜丘中高等学校 114-8554 北区滝野川1-51-12 03-3910-6161 03-3949-0677 常任委員 保健体育

今井　純 男子バスケットボール 団体 大東文化大学第一 175-8571 板橋区高島平１－９－１ 03-5399-7890 03-5399-7891 地歴公民科

糸園容子 アーチェリー 個人 都立第四商業 176-0021 練馬区貫井３-４５-１９ 03-3990-4221 03-3926-7040 英語

堀越和彦 自転車競技 個人 日本学園 156-0043 世田谷区松原2-7-34 03-3322-6331 03-3327-8987 第2分科会チーフ 英語

坂入　崇 卓球男子 個人 都立葛西南 134-8555 江戸川区南葛西1-11-1 03-3687-4491 03-3687-4453 公民科

藤岡純也 卓球女子 個人 都立東村山西 189-0024 東村山市富士見町5－4－41 042-395-9121 042-392-7276 監事 国語

高田丈裕 レスリング 武道 日本工業大学駒場 153-8508 目黒区駒場1-35-32 03-3467-2130 03-3467-2165 保健体育

上村　謙 フェンシング 武道 本郷 170-0003 豊島区駒込4-11-1 03-3917-1456 03-3917-0007 国語

秋月　隼 弓道 武道 都立美原 143-0012 大田区大森東1-33-1 03-3764-3883 03-3764-3854 常任委員 理科(化学)

塩田伸隆 空手道 武道 都立府中東 183-0012 府中市押立町4-21 042-365-7611 042-369-8506 常任委員 理科(化学)

六車健吉 ライフル射撃 武道 明治大学付属中野 164-0003 中野区東中野3-3-4 03-3362-8704 03-3368-3113 芸術（美術）

青木茉奈美 バスケットボール女子 団体 昭和第一学園 190-0003 立川市栄町2-45-8 042-536-1611 042-537-6880 保健体育

氏　　名 専門部 属系 勤務校 〒 所在地 電　　話 ＦＡＸ 教　科

中島弘貴 テニス 個人 富士見 176-0023 練馬区中村北4-8-26 03-3999-2136 03-3999-2129 社会(公民)

平野真央 体操女子 個人 大妻女子 102-8357 千代田区三番町12 03-5275-6057 03-5275-6093 保健体育

稲井祥紀 ソフトテニス男子 個人 都立豊多摩 166-0016 杉並区成田西2-6-18 03-3393-1331 03-3398-3746 数学

北畠裕章 バレーボール男子 団体 駒場東邦 154-0001 世田谷区池尻4-5-1 03-3466-8221 03-3466-8225 保健体育

関根弘和 スケート 個人 早稲田実業 185-8505 国分寺市本町1-2-1 042-300-2121 042-300-1123 情報

鞠子智秋 サッカー 団体 都立清瀬 204-0022 清瀬市松山3-1-56 042-492-3500 042-491-9491 副委員長 保健体育

中塚義実 サッカー 団体 筑波大学附属 112-0012 文京区大塚1-9-1 03-3941-7176 03-3943-0848 保健体育

中村豪介 アメリカンフットボール 団体 麻布 106-0046 港区元麻布2-3-29 03-3446-6541 03-3444-2337 保健体育

君塚善宏 柔道 武道 巣鴨 170-0012 豊島区上池袋1-21-1 03-3918-5311 03-3918-5305 保健体育

松坂輝夫 剣道 武道 都立墨田川 131-0032 墨田区東向島3-34-14 03-3611-2125 03-3612-6123 英語

児玉朋隼 相撲 武道 明治大学付属中野 164-0003 中野区東中野3-3-4 03-3362-8704 03-3368-3113 英語

田中鶏郎 なぎなた 武道 文化学園大学杉並 166-0004 杉並区阿佐谷南3-48-16 03-3392-6636 03-3391-8272 数学

柳澤左門 ボート 団体 都立日本橋 131-0041 墨田区八広1-28-21 03-3617-1811 03-3612-5396 第3分科会チーフ 国語

櫻井幹久 登山 団体 安田学園 130-8615 墨田区横網2-2-25 03-3624-2666 03-3624-2668 地歴

渡部絹江 チアリーディング 団体 都立文京 170-0001 豊島区西巣鴨１－１－５ 03-3910-8231 03-3915-9886 保健体育

津田弘毅 バドミントン 個人 都立調布南 182-0025 東京都調布市多摩川6-2-1 042-483-0765 042-483-7091 理科

滝田裕幸 スキー 個人 麻布 106-0046 港区元麻布2-3-29 03-3446-6541 03-3444-2337 英語

田草川直希 ラグビー 団体 都立墨田工業 135-0004 江東区森下5-1-7 03-3631-4928 03-3846-6638 数学

工藤慶之 少林寺拳法 武道 帝京 173-8555 板橋区稲荷台27-1 03-3963-4711 03-3963-2430 数学
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